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2022年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2021年８月４日に公表した連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

記 

 

 

１.2022年３月期 第２四半期累計期間 連結業績予想（2021年４月１日～2021年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）       60,000          200          400        △100       △1.41 

今回発表予想（Ｂ） 54,000 △1,600 △1,300 △1,400 △19.72 

増減額（Ｂ－Ａ） △6,000 △1,800 △1,700 △1,300  

増減率（％） △10.0% - - -  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（2021年３月期 第２四半期） 

62,999 57 231 △159 △2.25 

 

２.2022年３月期 通期 連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）      131,000        1,800        3,100 1,000 14.09 

今回発表予想（Ｂ） 124,000 400 1,700 0 0.00 

増減額（Ｂ－Ａ） △7,000 △1,400 △1,400 △1,000  

増減率（％） △5.3% △77.8% △45.2% △100.0%  

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期） 

150,234 4,456 5,386 2,536 35.75 

 

３.修正の理由 

第２四半期連結累計期間(2021年４月１日～2021年９月30日)の業績予想につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の影響等による半導体の供給不足や、東南アジア地域からの自動車部品調達の停滞により、

主要取引先各社の生産台数が、2021年８月４日に公表した時点の想定から約12％～18％減となり、前回の

予想を下回る見込みとなりました。 

通期(2021年４月１日～2022年３月31日)の業績予想につきましては、下期の生産台数は減産基調でスタ

ートしたものの今後の回復が見込まれるため、2021年８月４日に公表した時点の下期の想定台数は据え置
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きで算出しております。下期では更なるコスト低減活動を実施することを織り込んでおりますが、上期の

減産影響が大きいため、前回の業績予想を下回る見込みとなりました。 

なお今後の生産台数動向を注視し、修正の必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

 ※ 将来に関する記述等についての注意事項 

上記の業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、今後の様々な不確定要素により、将来における当社の実際の業績と大きく異なる可能性があります。 

 

 

以上 


